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学校だより

校訓 たくましく 心ゆたかに 大きくのびよう

子どもたちの話を聞こう

２学期の始業式を間近に控えた８月２６日、教員の生徒指導手引き書「生徒指導提要

改訂版」の案が発表されました。新聞やネットニュースでは、校則見直しについての部

分がクローズアップされていますが、それも含めて、６月に成立した「こども基本法」

の理念を生かし「子どもの意見を聞き、教育活動に反映させていく」ことが具体的に盛

り込まれていました。

本校では、学級委員と委員会の委員長が出席する代表委員会において意見交換が活発

にされていることを以前の学校だよりでもお知らせしました。その様子を見ていると、

大人にはない子どもたちの感性に驚かれます。そして、子どもたちの話を聞くことの大

切さに気づかされます。

毎朝、校門で子どもたちを迎えていると、子どもたちはいろんな話をしてくれます。

立ち止まって話すだけでは終わらず、昇降口まで話を聞きながら歩くこともあります。

「校長先生、ゲームをすると頭が悪くなると思ってる？」「僕のやってる○○は、頭が

どんどん良くなるんだよ。学校でもやるといいよ。」と言って、そのゲームを授業に取

り入れる良さを一生懸命に話してくれた子もいました。

「話を聞くこと」は「相手を尊重すること」の大事なはじめの一歩です。２学期の始

まりにあたって、それを職員全員で確認したいと思います。ご家庭でも、ぜひ、子ども

たちの話を聞く時間を大切にしていただきたいと思います。

２学期も、子

どもたちの成長

を全力で支援し

てまいります。

どうぞよろしく

お願いします。
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